
歴史地震 
第35号(2020) 77-84頁 
受付日 2019/11/22, 受理日 2020/03/09

- 77 -



土   佐    伊
予

阿   波

讃 岐

Table 1. Historical documents pertinent to the examination of the ground motions in Shikoku due to the 1605 earthquake. 

 No.    Document name in the 
       Collections1 Rank2 Title in this paper3 Remarks 

史料１ M8 孝亮宿禰日次記   A 小槻孝亮宿禰記 左大史･小槻孝亮(1576-1652)の日記 
史料２ M9 置文寫 Ａ’,Ｂ 阿闍梨暁印置文 津波時に土佐国崎浜に居た阿闍梨暁印の置文の写し 
史料３ M16 阿波國社寺文書   Ａ’ 鞆浦大岩津波碑 阿波国鞆浦の海岸の大岩に刻まれた津波供養碑 
史料４ N5 慶長九年十二月十六日大変

年代書記 
  Ｂ 慶長九年十二月十六日大変

年代書記 
阿波国宍喰の「円頓寺開山住持宥慶之旧記」の一部 

史料５ M15 蒼屋雜記   Ｂ 蒼屋雜記 土佐藩の雑録集．「土佐国群書類従」(伝記部) 所収 
史料６ S6 南路志   Ｂ 南路志 土佐国の浩瀚な地誌・年譜・史料集 
史料７ S2 佐賀町郷土史   Ｃ 坂本弥次郎重金記 『佐賀町郷土史』が「坂本弥次郎重金記」を引用 
史料８ Ua3 大日旧記聞書   Ｂ 大日旧記聞書 阿波国宍喰の大日寺住持が享保六年(1721)に書記 
史料９ N6 阿州宍喰浦師子吼山真福寺

住僧大雲拝書 元文二丁巳年
三月十四日 

  Ｂ 阿州宍喰浦真福寺住僧大雲
拝書 

阿波国宍喰の真福寺の住僧大雲が1707年宝永地震の
30年後に書記 

史料10 N7 海部郡取調廻在録   Ｂ 海部郡取調廻在録 天保十一年(1840)正月成立の地誌 
 M22 宍喰浦舊記   Ｂ 宍喰浦舊記 本文の史料４を参照 
 S10 慶長の大津波―阿波, 宍喰 

の古文書 
  Ｂ 慶長九年大変年代書記 本文の史料４を参照 

1, 地震史料集での史料名と石橋(2020)の表1の番号．Mは武者(1941)に，Sは東京大学地震研究所(1982)に，Uaは宇佐美(1998)に，それぞれ掲載され
ているもの，Nは既刊地震史料集に未掲載のもの； 2, 石橋(2020)が付した史料等級； 3, 本論文で用いる史料名． 
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【
史
料
１
】
小
槻
孝
亮
宿
禰
記 

〈
慶
長
十
年
正
月
〉 

十
八
日 

巳
 
近
日
関
東
大
地
震
有
之 

死
人
等
多
云
々 

又
伊
勢
國
紫
國
等
有
大
地
震
云
々 

 

【
史
料
２
】
阿
闍
梨
暁
印
置
文 

于
時
慶
長
九
甲
辰
國
々
諸
難
立
起
事 

〈
中
略
〉 

于
時
慶
長
九
年
甲
辰
〈
中
略
〉
四
番
に
十
二
月
十
六
日
夜

頓
而
地
し
ん
す
。
其
時
夜
半
は
か
り
に
四
海
浪
の
大
塩
入

て
、
國
々
の
浦
々
を
破
損
し
、
﨑
濱
ニ
も
男
女
五
十
人
余

浪
に
死
。
御
代
官
下
代
に
津
の
國
山
田
助
右
衛
門
殿
と
申

侍
、
夫
婦
子
浪
ニ
被
取
、
朝
の
露
と
き
へ
給
ふ
。
あ
は
れ

哉
、
か
な
し
ひ
哉
。
東
寺
西
寺
の
浦
々
は
男
女
四
百
人
余

死
。
甲
浦
は
三
百
五
拾
人
余
死
、
宍
喰
ニ
は
三
千
八
百
六

人
余
死
。
此
時
野
根
の
浦
ハ
佛
神
三
寳
の
加
護
に
や
あ
ら

ん
、
塩
不
入
、
大
成
不
思
儀
也
。
東
を
請
南
を
請
た
る
國

は
大
汐
入
、
西
を
請
北
を
請
た
る
國
々
は
心
動
地
し
ん
計

ニ
而
塩
い
ら
ず
。是
を
未
来
永
々
の
言
傳
ニ
書
置
も
の
也
。 

一
右
之
時
、
在
所
庄
屋
安
岡
吉
右
衛
門
也
、
此
一
類
ハ
少

し
も
取
お
と
し
無
之
、
末
繁
昌
に
安
穏
也
。
談
議
所
に

讃
岐
國
福
家
ノ
住
人
権
大
僧
都
暁
印
と
申
客
僧
居
合
申
、

有
為
目
を
見
、則
此
置
文
作
る
筆
者
也
。汐
の
入
所
ハ
、

談
議
所
の
阿
弥
陀
堂
の
つ
め
木
の
上
迄
入
、
中
里
か
ち

次
郎
右
衛
門
つ
ぼ
迄
入
、
河
ハ
舩
場
の
名
本
の
出
川
原

迄
入
。
八
幡
の
大
権
現
の
ら
ん
か
ん
の
北
橋
を
打
つ
ふ

る
な
り
畢
。 

 

【
史
料
３
】
鞆
浦
大
岩
津
波
碑 

南
無
阿
弥
陀
佛 

敬
白
右
意
趣
者
人
王
百
拾
代
御
宇
慶
長
九
甲
辰
季
拾

二
月
十
六
日
未
亥
剋
於
常
月
白
風
寒
凝
行
歩
時
分
大

海
三
度
鳴
人
々
巨
驚
拱
手
処
逆
浪
頻
起
其
高
十
丈
來

七
度
名
大
塩
也
剰
男
女
沈
千
尋
底
百
餘
人 

為
後
代
言
傳
奉
興
之
各
々
平
等
利
益
者
必
也 

 

【
史
料
４
】
慶
長
九
年
十
二
月
十
六
日
大
変
年
代
書
記 

 
 
乙
巳
正
月
廿
一
日
に
相
尋
ね
書
き
記
し
候 

一
 
慶
長
九
年
十
二
月
十
六
日
大
変
年
代
書
記 

〈
中
略
〉 

一
 
当
浦
慶
長
九
年
十
二
月
十
六
日
に
辰
半
刻
よ
り
申
上

刻
ま
で
大
地
震
に
て
前
代
見
聞
の
大
変
、
同
酉
の
上
刻

月
の
出
の
頃
よ
り
大
浪
海
底
す
さ
ま
じ
く
惣
所
中
の
泉

よ
り
水
わ
き
出
る
所
二
丈
余
上
り
、
其
の
外
地
さ
け
ど

ろ
水
わ
き
出
、
さ
て
さ
て
言
語
を
絶
す
る
大
変
。 

其
の

頃
面
々
等
も
遁
去
る
所
、
寺
よ
り
申
の
方
に
当
り
古
城

の
小
山
有
り
是
れ
へ
に
げ
去
る
。
人
数
百
七
十
余
人
な

り
。
そ
れ
も
老
人
ま
た
は
幼
少
人
は
道
に
て
浪
に
打
ち

た
お
さ
れ
皆
々
流
死
す
。
〈
後
略
〉 

 

【
史
料
５
】
蒼
屋
雜
記 

宿
毛
斉
原
治
右
衛
門
貞
享
三
丙
寅
年
六
月
伊
南
筋
旧
記
聞

合
覚
書
抄 

 
 
 
〈
中
略
〉 

 
 
 
三
崎
香
佛
寺 

一
 
一
豊
様
御
國
御
拝
領
被
遊
為
請
故
前
修
理
様
山
内
備

後
殿
慶
長
五
年
御
越
同
六
辛
丑
年
 
一
豊
様
御
入
國

也 

一
 
慶
長
九
年
甲
辰
十
二
月
十
六
日
夜
亥
ノ
時
三
崎
浦
大

潮
指
浦
中
男
女
百
五
十
三
人
死 
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【
史
料
６
】
南
路
志 

願
船
寺
真
宗
東
本

願
寺
末
□ 

寺
記
云
建
立
ハ
慶
長
年
中
ニ
泉
州
境
之
商
人
仏
千
十
郎
と

申
福
人
之
末
子
三
太
夫
と
云
も
の
商
売
に
付
当
浦
へ
来
有

付
居
候
時
本
尊
を
請
来
安
置
〈
以
下
は
２
行
割
だ
が
１
行

で
記
す
〉
然
ニ
慶
長
九
辰
年 

地
震
大
潮
入
候
砌 

右
三
太

夫
本
尊
の
守
護
に
よ
り
不
思
義
に
相
助
り
申
に
付 

浦
人

右
本
尊
を
尊
信
之
者
出
来
自
然
と
其
家
を
道
場
と
申
な
ら

は
し
候 

然
共
俗
家
に
て
僧
形
の
も
の
無
之
寺
役
相
勤
不

申
其
時
よ
り
浮
津
浦
に
居
住
無
違
変
延
宝
年
中
室
津
湊
御

結
講
被
仰
付
候
節
当
寺
地
に
移 
元
禄
年
中 

寺
堂
御
改
之

節
御
公
儀
江
正
海
と
法
名
字
に
書
付
差
上
申
候
其
後
正
徳

卯
年
本
願
寺
よ
り
願
船
寺
と
申
寺
号
申
請
代
々
相
続
仕
也 

 

【
史
料
７
】
坂
本
弥
次
郎
重
金
記 

慶
長
九
年
極
月
十
六
日
地
震
潮
入
の
時
浜
崎
に
あ
り
、 
母

を
背
負
い
て
城
山
に
逃
る
。 

祖
先
巻
物
、 

知
行
折
紙
、 

元

親
公
の
書
簡
等
旧
記
悉
く
流
失
す
。 

 

【
史
料
８
】
大
日
旧
記
聞
書 

 
 
一
乗
山
惣
持
院
 
大
日
寺
住
寺
恵
□
之
れ
を
書
記
す 

 
時
に
享
保
六
辛
丑
七
月
十
五
日
入
院 

 
 
大
日
旧
記
聞
書 

 
 
御
□
□
□
□
并
寺
物
御
証
文
縁
起
聞
書 

 
 
〈
中
略
〉 

御
上
よ
り
住
持
仰
付
さ
せ
ら
れ
治
国
利
民
の
法
 
修
行
す

べ
き
旨
 
御
折
紙
御
法
度
書
 
即
ち
御
守
御
本
尊
普
賢
菩

薩
之
絵
像
御
渡
し
遊
ば
さ
れ
候
得
共
慶
長
九
年
十
二
月
十

六
日
地
震
大
浪
に
寺
社
町
家
流
失
 
大
切
な
る
御
証
文
そ

れ
よ
り
失
し
 
万
荼
羅
涅
槃
像
御
守
御
本
尊
一
器
に
有
て

海
部
の
海
上
に
浮
び
猟
船
ひ
ら
い
大
日
寺
へ
送
る 

 
慶
長
九
庚
辰
十
二
月
十
六
日
地
震
大
浪
日
比
原
在
迄
流

失
時
代
の
住
持
溺
死
栄
融
と
申
す
也
 
隠
居
宥
伝
再
住
翌

年
当
寺
御
建
立
也
 
其
の
時
 
宥
伝
古
来
の
伝
記
 
当
寺

の
旧
記
 
具
に
こ
れ
あ
り
候
得
共
 
宝
永
年
中
の
地
震
大

浪
寺
半
分
打
く
ず
れ
仏
道
具
旧
記
伝
起
の
帳
面
流
失
本
尊

過
去
帳
取
り
に
げ
其
の
内
に
□
□
二
ツ
有
り
御
証
文
残
り

有
り
万
荼
羅
涅
槃
像
□
 
蓬
庵
様
御
守
御
本
尊
は
床
に
懸

り
有
て
流
し
其
の
年
の
十
二
月
三
日
に
ひ
ら
い
し
人
 
芥

付
村
治
郎
左
衛
門
 
礒
に
て
ひ
ら
い
し
由
〈
後
略
〉 

 
 
〈
後
略
〉 

 

【
史
料
９
】
阿
州
宍
喰
浦
真
福
寺
住
僧
大
雲
拝
書 

宝
永
四
丁
亥
年
十
月
四
日
震
潮
浦
々
溺
死
す
る
も
の
数
へ

が
た
し
〈
中
略
〉
そ
の
昔
の
大
変
は
慶
長
九
甲
辰
年
十
二

月
十
六
日
戌
刻
洪
波
来
た
る
浦
は
勿
論
正
田
村
ま
で
一
家

も
残
ら
ず
人
死
す
る
こ
と
夥
し
〈
中
略
〉
慶
長
の
大
変
こ

そ
言
う
も
お
ろ
か
や
波
の
入
る
前
つ
が
た
所
々
の
井
の
水

お
の
ず
と
乾
き
湊
口
よ
り
水
床
の
沖
ま
で
乾
き
て
水
一
滴

も
な
き
干
潟
と
な
り
け
る
と
ぞ
今
願
行
寺
辺
の
六
地
蔵
の

も
と
に
古
き
石
あ
り
其
の
時
の
こ
と
あ
ら
あ
ら
刻
記
せ
り

と
い
へ
ど
も
石
の
上
下
欠
損
し
て
文
義
全
か
ら
ず
慶
長
十

乙
巳
年
正
月
に
記
せ
る
年
号
明
ら
か
な
り
 
そ
の
文
の
中

に
半
時
ゆ
り
と
書
け
り
 
そ
の
上
の
文
は
闕
け
た
り
 
し

か
れ
ば
此
の
時
も
地
震
せ
る
歟
 
今
古
老
の
言
い
残
せ
る

言
を
伝
え
る
も
の
の
申
す
は
 
そ
の
洪
涛
十
六
夜
の
出
月

を
隠
し
て
山
よ
り
高
く
込
み
入
り
け
る
浜
辺
に
竹
藪
の
有

り
け
る
所
に
て
波
一
ツ
折
け
る
に
こ
そ
 
そ
の
勢
す
こ
し

は
弱
く
な
れ
り
諸
人
右
往
左
往
逃
げ
迷
う
も
の
悉
く
底
の

藻
屑
と
な
る
小
山
に
に
げ
あ
が
る
も
の
百
余
人
は
助
か
り

け
る
よ
し
 
そ
の
山
の
八
分
目
ま
で
波
上
が
り
波
の
打
ち

来
た
る
ご
と
に
諸
人
同
音
に
泣
き
悲
し
む
声
ば
か
り
に
て

活
き
た
る
意
地
は
無
か
り
け
る
と
ぞ
嗚
呼
〈
中
略
〉
慶
長

九
年
よ
り
今
元
文
二
年
迄
百
三
拾
四
年
に
お
よ
び
て
も
語

り
伝
う
る
な
れ
不
定
の
世
界
に
何
も
定
ま
る
事
な
し
と
い

え
ど
も
取
り
わ
け
海
辺
の
住
居
は 

〈
以
下
は
日
誌
と
の
こ
と
〉 

 

【
史
料
10
】
海
部
郡
取
調
廻
在
録 

 

 
 
 
浅
川
村 

此
浦
は
慶
長
已
前
ハ
荒
地
に
て
磯
ヶ
浦
の
内
な
り
し
か
、

磯
ヶ
浦
ハ
千
余
軒
の
氏
戸
有
し
か
、
慶
長
九
年
の
震
汐
に

こ
と
〳
〵
く
損
亡
し
け
れ
ハ
、
此
荒
地
を
開
立
、
浅
川

浦
と
名
付
し
と
云
ふ 

 
 
神
社
 
天
満
宮
 
棟
札
写
し 

〈
中
略
〉
 
 
 
 
慶
長
八
季
辛
卯
九
月
吉
日
遷
宮 

裏
書
 
（
虫
損
）
人
死
〆
合
三
千
人
ア
マ
リ
、
大
カ
ウ
海

部
友
ニ
入
塩
、
町
半
ト
ナ
カ
レ
候
也
、
人
死
〆
五
百

人
、
但
大
カ
ウ
 
一
浅
川
村
迄
半
ト
ナ
カ
レ
里
 
伊

勢
田
井
ノ
谷
マ
テ
入
候
 
一
牟
岐
島
ハ
東
ノ
浜
流
人

ハ
不
死
候
 
一
土
州
甲
浦
ユ
キ
ヲ
カ
キ
リ
海
部
之
内

ヲ
カ
キ
ツ
テ
大
ニ
イ
タ
ム
ト
申
計
也 

 
 
 
 
筆
者
 
海
部
鞆
 
東
光
寺
住
持
恵
桂
座
尢
書 

   

凡 

例 

１ 

各
史
料
の
底
本
は
本
文
に
記
す
。 

２ 

で
き
る
だ
け
底
本
に
忠
実
な
体
裁
に
し
た
が
、 

 
ソ
フ
ト
の
制
約
で
で
き
な
か
っ
た
部
分
が
あ
る
。 

３
〈 

〉
の
記
述
は
本
論
文
の
著
者･

石
橋
に
よ
る
。 

- 80 -



- 81 -



- 82 -



- 83 -



- 84 -




